
- 1 -

　

拜
諬　

初
秋
の
候　

ま
す
ま
す
ご
淸
祥
の
こ
と
と
拜
察
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
學
會
第
七
十
回
大
會
を
來
た
る
十
一
月
九
日
（
土
）
に
早
稻
田
大
學
戶
山
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

敬
具

　

令
和
元
年
九
月
二
十
日

日
本
衜
敎
學
會　

會
長　
　
　
　

丸
山　

宏

第
七
十
回
大
會
準
備
委
員
長　
　

森　

由
利
亞

會
員
各
位

日
本
衜
敎
學
會
第
七
十
回
大
會
案
内
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日程表

日 時間 行事 会場

８日 15:00-16:30 全国理事会 39号館第5会議室

(金) 16:30-17:30 合同役員会 33号館第1会議室

9:30- 受付開始 小野記念講堂

10:00-10:15 開会式 小野記念講堂

９日 10:15-11:45 研究発表 小野記念講堂

（土） 11:45-13:00 昼食 小野記念講堂

13:00-13:10 理事挨拶 小野記念講堂

13:10-14:30 講演 小野記念講堂

14:45-15:45 研究発表 小野記念講堂

16:00-18:00 総会・選挙 小野記念講堂

18:15-20:00 懇親会 カフェテリア

(25号館大隈ガー

デンハウス２階）

■ 会費

・大会参加費 3,000 円

・弁当代（８日夕食，役員のみ） 2,000 円

（９日昼食） 1,000 円

・懇親会費 6,000 円（学生 4000 円）

・研究発表会場は、禁煙です。喫煙は所定の場所でお

願いします。

・昼食は，学内の食堂、コンビニエンスストアーもご

利用になれますが、弁当をあらかじめお申し込みい

ただくのがより確実です。

・構内に駐車場はありませんので、お車でのご来場は

ご遠慮ください。

・懇親会時は手荷物を懇親会場にてお預かりいたしま

す。
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日 時間 行事 會場
８日

（金）

15:00-16:30 全國理事會 33號館16階第10會議室
16:30-17:30 合同役員會 33號館16階第10會議室

９日

（土）

  9:30- 受付開始 38號館2階AV敎室
10:00-10:10 開會式 38號館2階AV敎室
10:10-12:10 研究發表 38號館2階AV敎室
12:10-13:15 晝⻝ 38號館2階AV敎室
13:15-14:15 研究發表 38號館2階AV敎室
14:30-16:00 講演 38號館2階AV敎室
16:15-17:30 總會 38號館2階AV敎室
18:00-20:00 懇親會 早稻田キャンパス

26號館 15 階
「森の風」
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同
封
の
「
払
込
取
扱
票
」
に
必
要
事
項
を
御
記
入
の
上
、
會
費
と
と
も
に
郵
便
局
に
お
出

し
下
さ
い
。
そ
れ
を
以
て
御
出
席
の
お
届
け
と
し
て
扱
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
七
十
回
大
會
準
備
委
員
會

お
問
い
合
わ
せ
：
ｅ
メ
ー
ル m

oriyuri@
w

aseda.jp

（
森　

由
利
亞
）

大
會
準
備
委
員
會
電
話
：
〇
三
・
五
二
八
六
・
三
七
〇
一
（
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
研
究
室
）

御
出
席
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て



-中一 ｣二二｣」

午
前
の
部
（
午
前
十
時
～
十
二
時
十
分
）

開
會
式

第
七
十
回
大
會
日
程
次
第
（
十
一
月
九
日
土
曜
日
）

休
憩
（
十
二
時
十
分
～
午
後
一
時
十
五
分
）

研
究
發
表

「
秦
人
不
得
眞
這
考
ｌ
漢
墓
書
像
に
見
る
漢
代
儒
家
思
想
史
姜

洪
恩
露
濟
眞
君
の
祭
祀
と
儀
禮
書

明
代
の
「
修
心
」
養
生
思
想
に
つ
い
て
Ｉ
朱
權
『
活
人
、
坐
を
中
心
に
し
て

劉
青
（青（

伍
守
陽
の
著
作
活
動
と
内
丹
法
に
つ
い
て
ｌ
『
仙
佛
合
宗
語
録
』
を
吉
澤 を

十
酒
井

中
心
に

澤
明
希
司
會

挨
拶拶

大
會
準
備
委
員
長
森
由
利
亜

日
本
道
教
學
會
會
長
丸
山
宏

生
（
四
川
大
學
）

司
會
三
浦
國
雄
（
大
阪
市
立
大
學
名
誉
教
授
）

規
史
（
慶
應
義
塾
大
學
）

司
會
松
本
浩
一
（
筑
波
大
學
名
誉
教
授
）

京
都
大
學
大
學
院
）

司
會
横
手
裕
（
東
京
大
學
）

（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）

加
藤
千
惠
（
立
教
大
學
）
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第
七
十
回
日
本
道
教
學
會
大
會
記
念
講
演

午
後
の
部
（
午
後
一
時
十
五
分
～
四
時
）

比
較
宗
教
學
と
道
教
》
モ
デ
ル
形
式
と
宗
教
類
型

休
憩
（
午
後
四
時
～
四
時
十
五
分
）

休
憩
（
午
後
二
時
十
五
分
～
二
時
三
十
分
）

懇
親
會
（
午
後
六
時
～
八
時
）

總
會
（
午
後
四
時
十
五
分
～
五
時
三
十
分
）

道
教
の
天
律
・
降
筆
・
善
書
の
儀
禮
的
基
盤

蝕
の
理
論
と
道
教
の
煉
丹
術
ｌ
陳
致
虚
の
内
丹
思
想
再
考
野
村

や ＋
ヴ
ァ
ン
サ
ン
司
會

テ
リ
ー
・
ク
リ
ー
マ
ン
ヨ
ロ
ラ
ド
大
學
）

司
會
山
田
利
明
（
東
洋
大
學
名
誉
教
授
）

英
登
（
法
政
大
學
）

司
會
山
田
俊
（
熊
本
縣
立
大
學
）

ゴ
サ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
高
等
研
究
院
）

森
由
利
亜
（
早
稻
田
大
學
）
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研
究
發
表
要
旨

漢
墓
書
像
と
早
期
道
教
經
典
と
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
様
式
に
よ
っ
て
漢
代
思
想
史
資
料
を
保
存
し
、
漢
儒
の
歴
史
観
を
そ
の
内
に
包
含

し
て
い
る
。
「
褒
既
を
寓
し
、
善
悪
を
別
す
」
と
い
う
春
秋
の
筆
法
は
漢
墓
書
像
の
中
に
鵲
現
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
は
秦
朝
お
よ
び
秦
始

皇
に
對
す
る
批
判
も
ま
た
見
え
る
の
で
あ
る
。
道
教
文
献
と
漢
墓
書
像
と
が
相
互
に
證
明
し
あ
う
か
の
よ
う
に
、
曹
魏
後
期
に
出
現
し
た

『
正
一
法
文
天
師
教
戒
科
經
・
大
道
家
令
戒
』
と
大
量
の
漢
墓
書
像
と
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
雨
漢
の
儒
生
信
仰
に
お
け
る
儒
家
思
想
、
特

に
『
春
秋
』
史
観
に
基
づ
い
て
行
っ
た
歴
史
人
物
批
判
と
、
「
先
死
後
蜆
」
の
Ｐ
解
信
仰
に
基
づ
い
て
古
人
の
行
爲
に
對
し
て
下
さ
れ
た

褒
艇
や
砂
瓢
の
通
と
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
始
皇
帝
お
よ
び
彼
が
代
表
す
る
秦
朝
は
、
漢
儒
に
よ
る
強
烈
な
排
斥
、
抹
殺
的
と
も
い
う
べ

き
行
爲
を
受
け
た
。
道
教
經
典
に
保
存
き
れ
る
「
秦
人
は
眞
道
を
得
ず
」
と
い
う
言
説
は
、
漢
儒
の
論
を
鵠
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

意
圖
は
、
上
記
の
よ
う
な
理
解
を
俟
っ
て
は
じ
め
て
合
理
的
に
解
輝
で
き
、
漢
代
書
像
資
料
の
救
事
の
構
成
も
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
合
理

的
な
解
讃
と
、
傳
世
文
献
の
構
成
と
相
互
に
補
完
し
あ
う
よ
う
な
解
耀
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
槻
鮎
か
ら
見
る
と
、

漢
代
書
像
資
料
は
、
歴
史
理
解
か
ら
し
て
も
、
も
し
く
は
史
實
と
し
て
は
知
り
よ
う
の
な
い
方
面
か
ら
し
て
も
、
等
し
く
漢
代
思
想
史
を

補
う
面
が
あ
る
。
た
だ
、
募
葬
に
施
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
宗
教
的
な
言
説
へ
と
韓
化
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
宗
教
學
と
歴
史
學
を
結
合
す

る
方
法
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
は
じ
め
て
正
解
を
得
る
の
で
あ
る
。

「
秦
人
不
得
眞
道
」
考
ｌ
漢
墓
書
像
に
見
る
漢
代
儒
家
思
想
史

＋＋

姜
生
（
四
川
大
學
）
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洪
恩
靈
濟
眞
君
と
は
、
五
代
十
國
時
代
の
呉
國
で
權
勢
を
ふ
る
っ
た
徐
温
の
息
子
、
徐
知
證
と
徐
知
諤
の
兄
弟
が
神
と
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
も
と
も
と
福
建
を
中
心
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
が
、
永
樂
帝
の
病
氣
治
療
に
靈
驗
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
明
朝
も
信
仰
を

庇
護
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
信
仰
の
中
心
地
で
あ
っ
た
福
建
と
遷
都
後
の
北
京
に
は
祭
祀
の
據
點
と
な
る
靈
濟
宮
が
置
か
れ
、
明
朝
が
專

門
の
人
員
を
配
置
し
て
大
規
模
な
祭
祀
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
靈
濟
宮
に
お
け
る
祭
祀
に
つ
い
て
は
、『
徐
仙
眞
録
』（『
續
衜
藏
』
所
收
）
な
ど
に
記
録
が
殘
さ
れ
て
お
り
、
儒
敎
式
の
祭
祀
と

衜
敎
式
の
祭
祀
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
發
表
で
は
、
ま
ず
こ
の
洪
恩
靈
濟
眞
君
の
祭
祀
に
つ
い
て
内
容
を

檢
討
し
、
そ
の
獨
特
な
形
式
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
た
、『
正
統
衜
藏
』
洞
玄
部
威
儀
類
に
收
録
さ
れ
て
い
る
、『
洪
恩
靈
濟
眞
君
自
然
行
衜
儀
』
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
儀
禮
書
も

注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
儀
禮
書
は
、洪
恩
靈
濟
眞
君
に
對
す
る
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
た
永
樂
帝
の
時
期
に
述
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、

遲
く
と
も
『
正
統
衜
藏
』
の
刊
行
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
の
は
閒
違
い
な
い
。
年
代
が
不
明
な
『
正
統
衜
藏
』
所
收
の
儀
禮
書
が
多
い

中
で
、
編
纂
の
時
期
が
限
定
で
き
る
貴
重
な
文
獻
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
儀
禮
書
は
明
朝
公
認
の
儀
禮
に
お
け
る
使
用
を
念
頭
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
洪
恩
靈
濟
眞
君
と
い
う
特
定
の
神
を
祭

祀
す
る
た
め
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
明
代
初
期
に
お
け
る
標
準
的
な
衜
敎
儀
禮
の
形
式
を
反
映
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
同
時
期
の
も

洪
恩
靈
濟
眞
君
の
祭
祀
と
儀
禮
書

酒
井　

規
史
（
慶
應
義
塾
大
學
）
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の
と
思
わ
れ
る
ほ
か
の
儀
禮
書
と
も
内
容
を
對
照
し
な
が
ら
、
明
代
初
期
に
お
け
る
衜
敎
儀
禮
書
の
編
纂
に
つ
い
て
も
見
通
し
を
述
べ
て

み
た
い
。
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養
生
思
想
と
そ
の
長
生
の
諸
技
法
は
、
先
秦
中
國
文
化
の
中
に
發
生
し
、
育
ま
れ
て
き
た
が
、
と
り
わ
け
明
（1368-1644

）
に
お
い

て
世
俗
に
廣
く
浸
透
し
た
。
社
會
經
濟
の
安
定
と
生
活
の
向
上
と
と
も
に
、
士
大
夫
階
層
に
と
ど
ま
ら
ず
、
庶
民
の
閒
で
も
、
長
壽
延
命

法
へ
の
關
心
が
高
ま
り
、
養
生
ブ
ー
ム
が
卷
き
起
こ
っ
た
。
印
刷
出
版
技
術
の
向
上
に
伴
い
、
數
多
く
の
養
生
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
『
活
人
心
』は
明
初
の
文
人
朱
權（1378-1448

）の
養
生
著
作
で
あ
る
。
内
容
は
上
卷
の
仙
術
と
下
卷
の
醫
術
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
仙

術
」
の
部
分
に
は
樣
々
な
養
生
術
が
紹
介
さ
れ
、
朱
權
の
養
生
思
想
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
元
明
時
代
に
お
い
て
、
代
表
的
な
養

生
書
『
壽
親
養
老
新
書
』『
修
齡
要
旨
』『
遵
生
八
箋
』
等
の
分
析
に
よ
っ
て
、
季
節
や
居
住
環
境
を
重
視
し
、
導
引
、
服
食
、
修
身
な

ど
の
養
生
術
を
行
う
の
が
當
時
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
書
は
以
上
の
養
生
術
以
外
に
、「
修
心
」
と
い

う
養
生
思
想
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、「
心
」
を
重
視
す
る
養
生
ブ
ー
ム
の
先
驅
け
と
な
っ
た
。

　

本
書
で
は
病
因
は
「
す
べ
て
心
か
ら
生
ず
る
」「
業
は
心
か
ら
生
ず
る
」「
病
は
心
か
ら
生
じ
、
體
に
現
れ
る
」
と
さ
れ
、「
人
の
心
を

治
療
す
れ
ば
、
病
に
は
な
ら
な
い
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
治
心
」
の
一
節
が
あ
り
、
心
の
平
穩
を
保
つ
こ
と
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
内
容
も
、
養
生
術
を
通
じ
て
元
氣
を
固
め
、
心
の
安
定
を
保
つ
こ
と
が
最
終
目
的
だ
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、朱
權
は
「
修
心
」
の
内
容
を
さ
ら
に
充
實
さ
せ
、次
の
養
生
著
作
『
神
隱
』
に
「
心
が
自
ら
淸
く
す
る
こ
と
は
、神
隱
と
い
う
」

「
潔
心
、
潔
身
、
潔
世
の
こ
と
を
と
っ
て
、
篇
目
で
分
類
し
、
編
纂
し
て
本
書
に
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

明
代
の
「
修
心
」
養
生
思
想
に
つ
い
て

―
朱
權
『
活
人
心
』
を
中
心
に
し
て

劉　

靑
（
京
都
大
學
大
學
院
）
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一
方
、『
活
人
心
』
は
朝
鮮
に
傳
來
し
、
朝
鮮
の
朱
子
學
の
大
成
者
と
し
て
知
ら
れ
る
李
退
溪
（1501

ー1570

）
の
手
に
入
っ
た
。

李
退
溪
は
本
書
上
卷
の
養
生
思
想
の
部
分
に
強
く
惹
か
れ
、
手
抄
し
て
い
る
。
本
書
の
「
修
心
」
思
想
は
李
退
溪
の
思
想
體
系
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
研
究
は
、
ま
ず
先
秦
文
獻
お
よ
び
出
土
醫
書
に
現
れ
た
「
心
」、「
修
心
」、「
病
由
心
生
」
に
關
す
る
内
容
の
整
理
に
よ
っ
て
、
先

秦
時
代
に
お
け
る
「
心
」
の
概
念
、「
心
の
修
養
」
の
内
容
お
よ
び
「
心
」
と
「
病
」
の
關
連
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
元
明
時
代

の
養
生
書
と
比
較
し
つ
つ
、『
活
人
心
』
に
書
か
れ
た
「
修
心
」
養
生
思
想
を
素
描
し
、
明
代
に
お
け
る
養
生
思
想
の
展
開
を
檢
討
す
る
。
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伍
守
陽
（
號
は
沖
虚
子
、1574

～
？
）
は
、明
代
末
期
の
南
昌
出
身
の
仙
衜
修
行
者
で
あ
り
、萬
暦
年
閒
後
半
か
ら
崇
禎
年
閒
に
か
け
て
、

南
京
の
衜
隱
齋
を
據
點
と
し
な
が
ら
、
門
人
達
に
内
丹
を
中
心
と
す
る
修
養
法
を
説
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
そ
の
思
想

や
煉
丹
術
の
全
容
を
、
自
著
の
『
天
仙
正
理
』
や
『
仙
佛
合
宗
』
に
ま
と
め
た
。

　

伍
守
陽
を
巡
る
從
來
の
研
究
で
は
、
淸
代
光
緖
三
十
一
年
（1906

）
刊
行
の
成
都
二
仙
庵
本
『
重
刊
衜
藏
輯
要
』
畢
集
（
第
17
卷
）

に
收
録
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
（
以
下
、
輯
要
本
と
呼
稱
）
が
最
も
廣
く
參
照
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
『
仙
佛
合
宗
語
録
』、『
天
仙
正
理

直
論
增
註
』、『
天
仙
正
理
淺
説
』、『
伍
眞
人
丹
衜
九
篇
』
と
題
さ
れ
た
四
篇
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
輯
要
本
に
は
書
名
や
内
容
構

成
の
點
で
、
成
立
當
初
の
意
圖
に
沿
わ
な
い
改
變
の
痕
跡
が
あ
る
。
具
體
的
に
は
、『
伍
眞
人
丹
衜
九
篇
』
の
序
に
お
い
て
伍
守
陽
自
身

が
こ
の
著
作
を
「
仙
佛
合
宗
語
録
」
と
呼
稱
し
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
筆
者
の
目
が
及
ん
で
い
る
中
で
特
徴
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
嘉
慶
四
年
（1799

）
に
蘇
州
で
成
立
し
た
編
者
不
詳
の

叢
書
『
衜
德
眞
源
』（
東
洋
文
庫
所
藏
）
に
收
め
ら
れ
て
い
る
『
冲
虚
伍
眞
人
仙
佛
合
宗
語
録
』（
以
下
、眞
源
本
と
呼
稱
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。

そ
の
内
容
は
『
重
刊
衜
藏
輯
要
』
に
お
い
て
『
仙
佛
合
宗
語
録
』、『
伍
眞
人
丹
衜
九
篇
』
と
題
さ
れ
た
二
篇
を
一
篇
に
ま
と
め
た
よ
う

な
構
成
を
し
て
お
り
、『
伍
眞
人
丹
衜
九
篇
』
が
本
來
は
『
仙
佛
合
宗
語
録
』
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、眞
源
本
の
卷
末
に
は
輯
要
本
に
は
見
ら
れ
な
い
崇
禎
七
年（1634

）の
自
序
が
含
ま
れ
て
い
る
。
輯
要
本『
伍
眞
人
丹
衜
九
篇
』

伍
守
陽
の
著
作
活
動
と
内
丹
法
に
つ
い
て　

―
『
仙
佛
合
宗
語
録
』
を
中
心
に

吉
澤　

明
希
（
早
稻
田
大
學
大
學
院
）
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の
成
立
は
、
冒
頭
の
「
伍
眞
人
丹
衜
九
篇
縁
起
」
の
記
述
か
ら
崇
禎
十
三
年
（1640

）
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
崇
禎
七
年
の

自
序
の
存
在
か
ら
は
、
伍
守
陽
が
從
來
想
定
さ
れ
て
い
た
よ
り
も
早
期
か
ら
こ
の
著
作
の
執
筆
に
着
手
し
、
あ
る
程
度
の
原
稿
を
書
き
上

げ
て
世
に
出
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
眞
源
本
『
仙
佛
合
宗
語
録
』
に
は
、
輯
要
本
に
お
い
て
全
篇
に
加
え
ら
れ
て
い
た
作
者
の
自
註
が
缺
け
て

お
り
、
そ
の
他
の
文
章
も
輯
要
本
と
主
旨
は
同
じ
な
が
ら
表
現
に
相
違
が
見
ら
れ
る
點
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
伍
守
陽
が
自
著
を
數

回
に
渡
っ
て
出
版
し
、
版
を
重
ね
る
ご
と
に
記
述
や
構
成
を
改
め
て
い
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

本
發
表
で
は
こ
の
よ
う
な
各
テ
キ
ス
ト
の
記
述
の
比
較
考
察
を
通
し
、
伍
守
陽
と
そ
の
門
派
の
修
養
理
論
の
展
開
の
一
端
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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｢
衜
敎
と
は
何
か｣

と
い
う
問
題
に
關
し
て
論
爭
が
續
い
て
い
る
中
で
、
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
效
で
は
な
い
か
と
考
え
、
比
較
宗

敎
學
の
モ
デ
ル
形
式
と
宗
敎
類
型
に
着
目
す
る
こ
と
と
し
た
。
モ
デ
ル
形
式
と
は
、
統
一
的
か
つ
比
較
可
能
な
方
法
に
よ
り
複
數
の
宗
敎

的
傳
統
を
調
べ
る
の
に
使
わ
れ
る
、
複
數
の
基
準
か
ら
構
成
さ
れ
る
標
準
的
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
そ
の
諸
基
準
は
、
あ
る
一
つ
の
宗

敎
的
傳
統
が
持
っ
て
い
る
鍵
に
な
る
よ
う
な
重
要
な
複
數
の
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
選
ば
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
鍵
に
な
る
特
徴

こ
そ
が
、
當
該
の
宗
敎
的
傳
統
を
、
隣
り
合
っ
て
接
し
て
い
る
別
の
複
數
の
宗
敎
的
傳
統
か
ら
區
別
し
目
立
た
せ
る
も
の
と
な
る
。
そ
れ

で
こ
れ
ら
の
基
準
は
集
め
ら
れ
分
析
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
分
析
結
果
を
視
覺
化
し
て
應
用
し
、
表
や
圖
に
示
す
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
異

な
っ
た
複
數
の
宗
敎
的
傳
統
が
相
互
に
關
係
す
る
の
か
を
理
解
す
る
助
け
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
終
的
に
は
、
局
地
的
な
事
象
を
そ

の
中
に
含
み
こ
み
、
か
つ
將
來
的
に
さ
ら
に
詳
し
く
比
較
す
る
の
に
資
す
る
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
宗
敎
類
型
を
提
起
で
き
る
と
思
う
。

こ
の
報
告
で
は
、
私
は
上
述
の
方
法
論
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
中
國
宗
敎
史
に
お
け
る
重
要
な
複
數
の
宗
敎
集
團
に
つ
い
て
、
私

自
身
の
分
析
を
示
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
多
樣
な
宗
敎
的
傳
統
の
價
値
を
見
き
わ
め
る
た
め
に
私
が
選
ん
だ
複
數
の
基
準
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
、
い
く
つ
か
の
結
論
を
引
き
出
し
た
い
と
考
え
る
。
結
論
の
一
つ
は
、
傳
統
中
國
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
宗
敎

類
型
に
か
か
わ
る
結
論
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
衜
敎
に
關
連
す
る
複
數
の
異
な
っ
た
宗
敎
的
傳
統
を
最
も
效
果
的
に
分
類
す
る
方
法
に

か
か
わ
る
結
論
で
あ
る
（
丸
山
宏
譯
）。

比
較
宗
敎
學
と
衜
敎
：
モ
デ
ル
形
式
と
宗
敎
類
型

テ
リ
ー
・
ク
リ
ー
マ
ン
（
コ
ロ
ラ
ド
大
學
）
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牛一半一斗

を
達
成
せ
ん
と
す
る
清
修
派
と
、
ど
ち
ら
（

想
の
位
置
づ
け
に
再
考
を
迫
っ
て
み
た
い
。

一
つ
目
の
視
鮎
は
、
陳
致
虚
が
自
ら
の
師
で
あ
る
趙
友
欽
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
趙
友
欽
に

は
二
つ
の
著
作
が
賎
き
れ
て
い
る
。
内
丹
法
に
お
け
る
三
教
一
致
を
説
く
『
仙
佛
同
源
』
と
、
天
鵠
観
測
や
模
型
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
『
革
象
新
書
』
で
あ
る
。
實
の
と
こ
ろ
、
趙
友
欽
の
内
丹
思
想
が
隻
修
か
清
修
を
『
仙
佛
同
源
』
自

鵠
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
・
た
だ
興
味
深
い
こ
と
に
、
陳
致
虚
は
内
丹
法
に
關
す
る
自
身
の
文
章
の
中
で
『
革
象
新
書
』

を
引
用
し
て
い
る
。
『
太
上
洞
玄
霧
寶
無
量
度
人
上
品
妙
經
註
」
や
『
周
易
参
同
契
分
章
注
』
に
お
い
て
、
陳
致
虚
は
日
月
の
滿
ち
鉄
け

と
蝕
や
歳
差
に
關
す
る
引
用
を
行
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
う
し
た
陳
致
虚
に
よ
る
引
用
が
内
丹
の
文
脈
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
検

討
し
て
み
た
い
。

二
つ
目
の
視
黙
は
、
そ
の
趙
友
欽
と
陳
致
虚
の
内
丹
思
想
が
後
代
に
ど
の
よ
う
に
理
解
き
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
『
仙
佛
同
源
』
が
收
録
さ
れ
て
い
る
叢
書
の
一
つ
で
あ
る
『
諸
眞
玄
奥
集
成
』
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
丹
書
の
内
容
か
ら
『
仙
佛

元
の
陳
致
虚
の
内
丹
思
想
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
女
性
を
相
手
と
し
て
金
丹
の
煉
成
を
行
う
隻
修
派
と
、
一
人
で
の
修
行
で
そ
れ

達
成
せ
ん
と
す
る
清
修
派
と
、
ど
ち
ら
の
立
場
な
の
か
議
論
さ
れ
て
き
た
。
本
報
告
は
二
つ
の
視
鮎
を
導
入
し
て
、
陳
致
虚
の
内
丹
思

蝕
の
理
論
と
道
教
の
煉
丹
術
ｌ
陳
致
虚
の
内
丹
思
想
再
考

野

村

英
登
（
法
政
大
學
）
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同
源
』
を
位
置
づ
け
て
み
た
い
。
例
え
ば
明
の
陸
西
星
は
、
そ
の
著
作
「
玄
唐
論
』
に
お
い
て
、
煉
丹
術
を
金
丹
の
材
料
か
ら
天
元
・
地

元
・
人
元
の
三
種
類
に
分
け
て
い
る
。
地
元
は
大
地
か
ら
産
出
さ
れ
る
鑛
石
を
煉
成
す
る
、
い
わ
ゆ
る
黄
白
術
で
あ
る
。
人
元
は
人
鵲
の

精
氣
か
ら
金
丹
を
煉
成
す
る
方
法
で
、
陸
西
星
は
こ
の
人
元
の
立
場
に
立
ち
、
巷
間
こ
れ
が
隻
修
派
の
根
擦
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は
天
元
で
、
地
元
・
人
元
の
定
義
か
ら
す
る
と
、
天
元
は
天
に
由
來
す
る
材
料
で
金
丹
を
煉
成
す
る
丹
法
と
な
る
。
陸
西
星

は
天
元
を
説
く
丹
書
と
し
て
『
金
液
還
丹
印
證
圖
』
や
「
許
眞
人
石
函
記
』
を
塞
げ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
雨
書
は
『
諸

眞
玄
奥
集
成
」
に
收
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
『
仙
佛
同
源
』
も
ま
た
天
元
の
丹
法
に
關
わ
る
害
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
趙

友
欽
か
ら
陳
致
虚
へ
繼
承
さ
れ
た
天
文
學
的
知
識
も
無
關
係
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
趙
友
欽
と
陳
致
虚
に
お
い
て
天
文
學
の
知
識
と
内
丹
法
の
實
践
が
ど
の
よ
う
な
關
係
に
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
彼
ら
の
内
丹
理
論
の
特
徴
が
い
わ
ゆ
る
隻
修
派
か
清
修
派
か
を
問
う
こ
と
と
異
な
る
次
元
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
み
た
い
。

-17-

汁 f-申皇一



- 18 -- 19 -

　

本
講
演
で
は
、
近
世
の
所
謂
衜
法
の
傳
統
が
後
期
帝
政
期
中
國
の
宗
敎
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
衜

法
の
儀
禮
的
傳
統
に
お
い
て
、
天
律
、
鬼
律
、
お
よ
び
功
過
格
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
後
の
善
書
の
基
礎
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
通
じ
て
、
衜
士
の
倫
理
は
、
普
遍
的
な
倫
理
へ
と
次
第
に
擴
張
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
宋
元
期
の
法
師
た

ち
は
降
筆
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
も
後
に
一
般
の
人
々
の
閒
で
普
遍
化
し
て
い
っ
た
。

ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ゴ
サ
ー
ル
（V

incent G
oossaert, 

高
萬
桑
）：
パ
リ
高
等
研
究
院
（E

P
H

E
, P

SL
, P

aris

）
衜
敎
・
中
國
宗
敎

史
學
敎
授
。
現
在
は
、
後
期
帝
政
期
の
宗
敎
文
獻
、
降
筆
典
籍
、
靈
的
實
踐
を
中
心
に
研
究
。
主
要
著
書H

eavenly M
asters. 

T
w

o thousand years of the D
aoist state, U

niversity of H
aw

ai

’i P
ress &

 C
hinese U

niversity P
ress 

（
近

日
刊
行
）; T

he T
aoists of P

eking, 1800-1949: A
 Social H

istory of U
rban C

lerics, H
arvard U

niversity 
P

ress, 2007; L
'Interdit du bœ

uf en C
hine: A

griculture, éthique et sacrifice, C
ollège de F

rance, 
Institut des H

autes É
tudes C

hinoises, 2005; T
he R

eligious Q
uestion in M

odern C
hina, T

he U
niversity 

of C
hicago P

ress, 2012 

（D
avid A

. P
alm

er
と
の
共
著
）
他
多
數
。

第
七
十
回
衜
敎
學
會
大
會
記
念
講
演

衜
敎
の
天
律
・
降
筆
・
善
書
の
儀
禮
的
基
盤

ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ゴ
サ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
高
等
研
究
院
）
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講
演
は
英
語
で
行
わ
れ
ま
す
。
和
譯
を
ス
ラ
イ
ド
で
投
影
す
る
予
定
で
す
。
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会場アクセス

早稲田大学 戸山キャンパス

（８日、理事会・合同役員会）

住所 162-8644 新宿区戸山 1-24-1

早稲田大学 早稲田キャンパス正門外・小野記念講堂

（９日、大会）

住所 169-0071 新宿区戸塚町 1-103

ＪＲ 山手線 高田馬場駅から徒歩 20 分

西武 新宿線 高田馬場駅から徒歩 20 分

地下鉄 東京メトロ 東西線 早稲田駅から徒歩 5 分

副都心線 西早稲田駅から徒歩 17 分

学バス 高田馬場駅 - 早大正門

バス 新宿駅西口 - 早稲田

渋谷駅 - 早大正門

上野広小路 - 早稲田

都電 荒川線 早稲田駅から徒歩 5 分

- 20 -- 21 -

早稻田大學　戶山キャンパス
　　　　　　（８日：理事會・合同役員會、９日大會）
　住所　162-8644 新宿區戶山 1-24-1

ＪＲ　 山手綫 高田馬場驛で學バス乗り換え
西武　 新宿綫 高田馬場驛で學バス乗り換え
地下鉄 東京メトロ 東西綫　早稻田驛から徒歩 5 分
　　　　　　　 　 副都心綫　西早稻田驛から徒歩 1 7 分
學バス 高田馬場驛－早大正門（馬場下停留所下車）
都電　 荒川綫　早稻田驛から徒歩 1 5 分
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- 20 -- 21 -

早稲田キャンパス 26号館15階

←

 

大会会場
38 号館
2F 
AV教室 

理事会会場 
33号館 
16階第十会議室 

戸山キャンパス正門 

理事會・合同役員會　33 號館 16 階第 10 會議室
大會　38 號館 2 階 AV 敎室（８日・９日戶山キャンパス）

懇親會會場
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衜
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會
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令
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月
二
十
日

　
　
　
　

發
行
者　

日
本
衜
敎
學
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第
七
十
回
大
會
準
備
委
員
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委
員
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森
由
利
亞
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新
宿
區
戶
山
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―
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―
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早
稻
田
大
學
文
學
學
術
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東
洋
哲
學
研
究
室
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